
｜ 松戸市立博物館 ｜ 松戸のたからもの展 ｜ トピック(Panel_topic)｜ scale　40% (A3）｜ date　2020.　   　　　｜　　　　　　｜page 67.15 4校

h594×w420 

長田国夫は戦争や飢餓など、この世の悲惨さを直視した作品を多く描きました。

そのひとつ、no.77《原爆ドーム》の裏面には、次のような作家の言葉が書かれて

います。

　

1983.11.24.

その日原爆ドームは泣いていた。

腕組んで歩いている若人よ

修旅で楽しそうに記念撮影しいる子達よ、

それは、あたり前のことではないのだよ。

今の平和があればこそ。

今の平和のお蔭なのだよ、

それを忘れるな、それを忘れるな。

この言葉によれば、長田が実際に見ているのは、若いカップルや修学旅行の

生徒たちが楽しげに過ごしている1983（昭和58）年の原爆ドームです。しかし脳裏

には、1945（昭和20）年8月の原爆投下直後の原爆ドームを見て、その凄惨な

光景を描いているのです。少年時代から呉の海軍工廠に勤務し、広島の原爆を

身近に経験した画家として、平和への痛切な思いをこめて。

関連する作品として、彼は、詩人だった一枝夫人の作品「戦艦大和回想」

（長田一枝詩集『羽化』〈1987年、地球社刊〉収録）に寄せて版画を制作しています。

詩は、夫妻の故郷である呉で戦前に建造さ

れた戦艦「大和」をめぐる長大な作品です。

安住の軍港の町で人々が楽しんでいた、活

気にみちた明るい生活。「不沈戦艦 大和」

が建造された時期にはじめてみた、明るい

街の鉄柵の向うの現実。戦火。そして戦後

40年経って茶の間のテレビに映った、九州

はるか遠くの深い海底に横たわる大和の無惨

な残骸。

版画は、一枝夫人の詩に触発され、その

本質が凝縮されて生まれたイメージと思わ

れます。
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長田国夫《戦艦大和回想》

洋画家の石井柏亭は、『美術日記』（1928年、中央美術社刊） という編著書に全国の

鉄道沿線の「写生地案内」を掲載しました。松戸については「常磐線」の項の

冒頭に、東京近郊の風光明媚な地として、特に画家に好まれたスポットを2か所

紹介しています。

「松戸　園芸学校の牡丹は東京附近で第一。松戸町から岐れて流山街道に近く

水郷的の好画材がある。」

このうち「園芸学校」は、現在も千葉大学園芸学部として松戸に存続しています。

構内の牡丹園（現存せず）は「西の長谷寺、東の園芸学校」と言われるほど広く

知られていたそうです。石井柏亭自身も描いています。

園芸学校では、構内のフランス式庭園を田中寅三（no.6）、板倉鼎（no.15）、

竹内栄三郎（no.85）が描いています。

石井柏亭の引用文の後半、「松戸町から岐れて流山街道に近く水郷的の好画材」

とは、古ヶ崎のことと思われます。古ヶ崎については、板倉鼎の妹の板倉弘子さん

が「江戸川の放水路・坂川の畔の古ヶ崎は、今ではすっかり住宅地になってし

まいましたが、当時（大正末年頃）は水辺に緑陰が迫る綺麗な場所で、そんなに

広くはありませんでしたが、親しみの持てる雰囲気の良い所でした」（「兄  板倉鼎の

想い出」2004年）と証言しています。板倉鼎のno.16は古ヶ崎を描いたと思われます。

田中寅三と板倉鼎は、古ヶ崎や江戸川、坂川の美しい水辺の風景を好んで

描きました。

ほかに、徳川幕府が設けた利根川水系の河川の渡し場のひとつ、「矢切の渡し」

に取材した奥山儀八郎（no.52）と及川修次（no.93）の２点には、舟運の盛ん

だった時代の名残がとらえられています。また長田国夫（no.76）と竹内栄三郎

（no.86）の作品には、緑豊かな農村として長い歴史を紡いできた松戸の姿がとどめ

られています。

描
か
れ
た
松
戸 

―

園
芸
学
校
、
古
ヶ
崎
、
矢
切
の
渡
し
な
ど

―

《風景  秋更け行く》を制作する板倉鼎。

1920年11月。

当時東京美術学校の2年生だった。

石井柏亭《牡丹》1927年  府中市美術館蔵




